
本日のポイント:感じて欲しいこと
１．素人の私でも出来た!:「アナログでいい
じゃないか」「難しいことはしない」「開き直
りも重要」
⇒私以上にできることを確信してください

２．色々、出来そう!失敗も多いけど。
⇒うまく使えれば、面白い授業になる（は

ず）。皆様が新境地を開拓してください。
３．ブレンドって何だろう?
⇒私を含めた事例を参考に、みなさん自身の

ブレンドを創造してください。



０．授業と自身の紹介
 授業
院:「調査・研究インターンシップ」
⇒前期:登録12名。ほぼオンライン、
後期:登録3名。教室とオンラインが半々

学部:「シンクタンク的アプローチ」
⇒後期:登録103名 オンライン1/3、
ブレンディッド2/3

 ともに選択科目（必修、基礎科目でない）。
教科書もない。始めたばかり。自分で課題を
見出し、正解のない答えを出す力、正しく受
け取り、伝える力など実践的な内容を指導。

 自己紹介:インターンシップの授業のために
民間のシンクタンクから出向⇒学術的な研究
者でも教育者でもない。いわば素人。

１．考え方たこと（後付けも含めて）
 何と何をブレンドするのか?
 「パワポの共有画面だけでは面白くないわ
（by岩居先生）」

狙い

教室感、ライブ感を出したい

横のつながりを作りたい

飽きさせない（集中力維持）

ブレンドしたもの

画面のこちら側と向こう側

アナログとデジタル

学生同士

場面のチェンジ＆ブレンド



メディア授業の構造と留意点
No Good

気を抜くとしばしば
教祖様ではいけない

Better
時々こうなった
双方向を志向

Best
難しいが手ごたえも

理想

反応を引き出す 学生に任せる学生の立場に立つ

【留意点】

教員

学生

ブレンドのイメージ:シャンパンの例

異なる産地（クリュ）
のワインを混ぜる

異なるブドウ品種
のワインを混ぜる

異なる生産年
（ヴィンテージ）の
ワインを混ぜる

育った場所
（気温、土壌、
日照、水はけ
等）

⇒学生、教員
の背景、志向

ブドウが育ち、
ワインが作られ
た年：

⇒時代背景、
社会環境

7種類のブドウ、
（黒、白）

⇒学生、教員
の個性、能力、
素質

ブレンディッド：どんなシャンパ
ンにするか？なるか？



２．ブレンディッドの意義とは?

 相乗効果、代替・補完、多様性、先鋭化（尖
らせる）・安定化（丸くする）

 『相乗効果』:混合⇒調合⇒融合。混合:同
時中継、調合:反転授業?、融合:グループ
ワーク（知の融合）、同期＋非同期の融合?

 『代替・補完』:どっちかは選べる、使え
る:教室に行けないからメディア授業

 『多様性』:色々楽しめる。確率論:どれか
は当たる、受ける?講義/作業/議論/発表/質問

 『先鋭化、安定化』:模索中

３．実施したこと①:教室とメディアのブレンド
 教室講義と同時配信:教室で学生の前で講義
をしながら同時にメディアで配信。両者のブ
レンド。

 学生の反応がつかめてテンポが良くなった。
ただし、教室を見過ぎてオンラインの人を忘
れがち

 オンライン出席60名に対して、教室参加者は3
名。リアルの出席確率は5%。これは現実（た
ぶん、私の授業が面白くないということ）

 教室での物理的距離は問題なし（200名以上の
教室に3名:当たり前か）。



PC

【教室】 【自宅等】

教室とメディアのブレンドの方法

配信

教室でマイクを使って、
目の前の学生とPCのカ
メラを見ながら説明

教室のスピーカか
らの声をPCのマイ
クが拾わせて配信

学生の表情、
反応を確認しつ
つ説明、質問。

特別なも
のは不要

３．実施したこと②:並行ディスカッション
 教室とオンライン上でグループディスカッ
ション（GD）を同時・並行開催:教室授業
の要望と中国残留組の存在の結果。

 比較してみると、オンラインの方が内容で勝
る結果に。要はテーマと人の方が重要か?

感想:オンラインの議論は、
 「意外と⾧く話をする人が少ない?」⇒
ミュートが譲り合いを促進?

 「声の大きな人に引きずられない」⇒圧が伝
わらないの奏功し、冷静さをキープ?

 「議論がかみ合いやすい?」⇒より、論理的
に話をしようとする?（雰囲気が伝わらない
ことのメリット?）



３．実施したこと③:白板・黒板での補足
 背後の白板・黒板での補足説明:教室感、ラ
イブ感の醸成⇒アナログとデジタルのブレン
ド

 説明した内容を深める、広げる、展開するな
ど、流れを失わずにできる。

 ?の表情:共有したパワポの共有資料では理
解不能⇒他の説明が必要⇒白板・黒板の威
力を活用

？ ⇒ ！

「世界一、短い手紙」
の意味とは何か

就活書類の書き方！

概念モデルで説明する志
望動機

フリップ芸に挑
戦:失敗!

トリビア的小ネタに挑
戦:これも失敗!



３．実施したこと④:チャットによる意見聴取
 チャットによる意見聴取:簡単な質問⇒全員
の回答が期待できる。教室では無理かも。

 First Penguinが重要。一人目が書き込め
ば、どんどん書き込まれる。

 手をあげるよりも、抵抗は少なそう?LINE
等で慣れている?。おとなしい学生でも答え
てくれる（大人数の場合は教室と同じかも）

 短時間で、多様な意見が出てくる。短時間に
12名中10名が書き込み。

 コピペをすれば、意見を記録。白板、パワポ
上で整理も。流れがスムーズに。

 メディア授業では学生を“当てにくい”?
チャットでもカバーできていない

チャットの意見収集の例:コンビニの価値は?
 13:40:06 Aさん : 夜勤をやっている人あるいはよく夜更
かしの人にとって、コンビニは「いつでも開いてる買い物
できる」という価値があります。

＜各自、考え中＞
 13:42:46 Bさん : 手軽さと充実さという価値があると思
います。ATMやプリンター、スキャンといったものから、
食品、公共労金の支払いなどまで1つの店舗に集約されて
いるからです。

 13:42:57 Dさん : コンビニの価値は「近い」、「便利」
だと思います。

 13:43:05 Eさん : コンビニは食べ物や飲み物などをコン
ビニに運んで、みんなに便利とサービスを提供する価値が
あります。

 13:43:33 Fさん : 品物だけではなく、ATMやコピー機な
どもおいてあるため、便利さに優れている生活に必要不可
欠なところだと思います。

色々な学生が、短時間
で書き込み



３．実施したこと⑤:PCでの計算・作業
 学生の作業:PCを使うことのメリット活用
⇒EXCELの簡単な計算問題（経営分析）

 簡単な文章、プレゼン資料も
 スマホでは難しい?スマホ率は不明

背景：自社は飲食業（カフェレストラン）への進出を考えている

目的：自社の戦略を考えるため、スターバックス、ドトール両社を比較し、特徴を分析する

スターバックス ドトール(単体)

売上高：億円 2,011 725

売上原価：億円 576 369

経常利益：億円 185 45

従業員数：人 4,268 1,027

店舗数：店 1,533 1,327

直営店：店 1,410 332

データセットをもとに比較、

数字を加工する。

・何と何を比較するか？

・割り算をしてみる？

・新しい指標は？

エクセルの表を用いて、数式

を入力して計算してみよう！

３．実施したこと⑥:進行表の作成
 授業シナリオを10分～15分単位で考え、進
行表を作成

 シナリオ通りには行かないことばかりだが、
流動的に対応

 延々と説明が続かない工夫



内容 方法（Zoom等） 時間 シナリオ、課題、疑問、確認事項

オンライン授業の方法

・音声、画像の確認⇒12:15からオープンに

し、音声、画像の確認と学生からの質問や意見

を聴取＝オフィスアワー的に活用

・質問は随時、OK。方法は「手を挙げる」

「チャットに書き込む」「音声で質問する」

-10

ウォーミングアップ 出席は名前を呼ぶ。追加参加者の確認 5 授業終了後、有志による”思考力とプレゼン”の勉強会

前回の演習の振り返り KOANに登録した資料を説明。 15

・ざっくりとした分析の練習

・ここから企業研究に入るのも面白い（数字以外の姿も）

・経済や経営の勉強をすれば、もっと面白い分析ができる

資料説明 CLEに登録した資料を説明。 10

1回目のブレスト コンビニの価値は何か？ 30

１．自分で考える3分 ２．チャットで発言してみる３．

全員でディスカッション ４．ホワイトボードで共有・ま

とめ

資料説明・中盤 ビジネスモデル 10

2回目のブレスト 楽天とアマゾンのビジネスモデルの違いは？ 10

資料説明・後半 ビジネスモデルの例 10 タケモトビアノ、551

時間計 90

一コマの進行表の例

15分単位でチェ
ンジ

企業（WEBサイト）
の紹介⇒鉄板かと思
いきや全然、受けず!

交流の場の提供:学生
同士のブレンド⇒失敗

説明、議論
等のブレンド

４．メディア授業の特性と適性例（個人の感想）
 学生の反応をいかに感知するかは大きな問
題:授業はYou-tubeとは違う⇒顔が、反応
が見えるありがたさを実感

 出来ることは広がった（と思う）
 開き直りが重要:「教室と同じじゃない!」
「アナログでいいじゃない」「初めてだから
しょうがない」⇒正しいかどうかは別にして、
そう思えば、かえって色々チャレンジできた

 メディア授業のメリット:次ページ



メリット ポイント オンラインの適性

空間・時間
を選ばない

・中国からの受講者4名
・帰省中なども授業可
・トラベルコストゼロ

海外の学生・研究
者との交流
台風時の手段

意外に近い ・ディスタンスゼロ
・思い切り入り込める可能
性も

面談や少人数で
は相手の表情を
じっくり見られる

実は議論に
向いている

・声の大きさは関係なくフ
ラットな議論に
・⾧々しゃべる人は少な
い?:ミュートの効果か?
・物理的な移動や声の混線
がない:教室では難

論理的に考え、伝
える訓練には向
いている：相手の
表情を読む前に
すべきことを指導

メディア授業のメリット（個人の感想）

５．メディア授業の論点（個人の感想）
 学生は、本当に教室での授業を望んでいる
か?キャンパスは不要か?
⇒皆さんの意見を

 メディア化して出席率は上がるか?
⇒結局は授業の中身?

 顔が見える環境は必要だ!
⇒反応がないと講義は無理?
⇒一方的にしゃべるには相当な話術がない
と、聞き手が持たない（著名You Tuber
でないければ無理）?

 オンラインは教室を超えられる（はず）!
⇒「今までの授業で一番良かった」評価も



６．今後、取り組みたいこと
 CLEの掲示板等の用いた、同期と非同期型の
ブレンディッドした議論やグループワークに
は可能性があるかも。ただし、モチベーショ
ンや仕掛けが必要か。

 1対1の面接にも適している:空気感や熱量は
リアルな面談よりも劣るが、表情は対面より
もしっかり見れる。手軽に行える、研究室よ
りもハードルが低いなど。

メディア授業の展開可能性のイメージ
（これからやってみたい事）

創る

考える

学ぶ

1人 少人数(2~30
名)

大規模(50
名以上)

教室でも
メディア
でもない
領域

：なくしては
いけない

空間・時間を選ばない展開
・授業外配信・オンデマンド配信
・研修、セミナー

メディアで補完
・研究ゼミ、輪読への適応
・手軽に議論・ワーク

中規模
(30~50名)

教室とメディアの融
合、分担、差別化
・議論中心のメディア
授業

・反転学習：自習⇒メ
ディアでの質問会
・演習(動画に折る予
習と教室での実作業)

メディアの可能性拡大
・非同期型グループワーク：掲示板
での議論、刺激
・スレッド型質疑応答

今後検討？（知の創造のエコシ
ステム：書き足し型、リレー型の
成果創出？）

メディア
で補完
・軽い面
接・相談

静観当面注力 拡大方向 長期展開 チャレンジ



７．最後に

 まだまだ、試行錯誤
 20年4月。岩居先生にご指導いただいたこと
で、何とかスタートできた。本日、報告でき
るのはそのおかげ。プラス、学生諸君の協力
のおかげ:感謝!

 教員間のさらなる情報共有が重要。今回の事
例の共有とさらなる分析を

 引き続き、ご指導、意見交換を

メディア授業の試行例:教材
実施した内容 意図、狙い 評価・感想 今後の方向、改善案

資料のＣＬＥへの事
前掲載

事前学習、復習の利便
性
アクセスの利便性の確
保

DLで使用している
可能性あり。活動
状況の把握は困難

非同期での情報共有
の場として、さらに活
性化が必要

画像の活用
（Youtubeの活用
（TEDの放映等））

学生に良いプレゼンの
要素を考えさせる

資料説明多い中で、
アクセントにはなっ
た

内容・質のレベル・時
間などの最適な画像を
探すのは困難。情報
共有で教員同士が紹
介し合うことが重要

簡単なEXCＥLの分
析用データ提供と
演習（作業）

自分で分析することの
面白さを実感させる、手
を動かすことで何かを見
つけて、感じてもらう

それなりの分析は
出来ていたと評価。
学生が面白さを感
じたかは不明

複数回の授業で系統
的に実施し、レポート
に仕上げることもあり
か

WEBサイトの紹介
（ユニークな会社
等）

小さい字、複雑な画面で
も大丈夫なため、教室
の広さを気にしないで良
い

教室での投影より
も分かりやすかった
のではないか？

URLによる事後学習の
機会や、就活への誘
導に使える

【参考】



メディア授業の試行例:説明
実施した内容 意図、狙い 評価・感想 今後の方向、改善案

同期型授業（リア
ルタイムオンライ
ン授業：時間割と
同じ時刻に開始、
配信）

教室開催の代替措置
定期的、規則的な学習
の継続

急遽、リアルが出来なく
なったため、対応。
Zoomでの顔見せ授業は
12人の少人数もあり、一
定の成果。

少人数授業ではさらに
活用（Zoomが適、BCU
は画像4名までなので
要検討）

教室とオンライン
の同時講義：教室
講義の中継・質疑
応答

教室受講希望への対
応（教室:3名程度、オン
ライン50名程度）
学生の選択可能な形態
の提供

教室の学生の反応を見
ながら講義が可。一方で、
教室参加者に集中しすぎ
るとオンラインの人が置き
去りに。

どちらかにした方が教
員は楽。両者がうまく
ブレンドできればさら
に授業の高度化の可
能性も。

録画による講義画
像の提供

教室感の醸成、反応を
見ながらの補足

教室参加者との関係性で
説明の濃淡やポイントが
変わるため、後で見ても
理解できるかは未知

動画に目次を付けられ
れば活用が広がる。せ
めて、説明を字幕化で
振返り容易に

後ろに白板を置い
て補足説明：白板
に書き込みながら
説明

教室感の醸成
臨機応変な深堀、展開、
疑問解消

自分の携帯でモニターし
ている感じでは読める。
学生からは特に不満は出
なかった

複数のカメラを切り替
えられればさらに活用
可

メディア授業の試行例:議論・演習
実施した内容 意図、狙い 評価・感想 今後の方向、改善案

ブレイクアウト
ルームによるグ
ループディスカッ
ション

教室の代替：実施する必
要性

教室とそん色なし。教員
がグル―プ間の移動に
もたつくと指導が不十分
になる場合も

深く考えず、どんど
ん使えば、可能性が
広がるのでは。メン
バー組換えで考え方
を広げることも

GDをオンライン
とリアル（教室）
の2つの携帯で
実施

リアルの優位性検証。リ
アルとオンラインの創造
的ワーク（議論）の成果
の比較

結果としては内容に大き
な違いは違いはなかっ
た。メンバーと内容によ
るところの方が大きいと
感じた

学外を含めた創造
的演習に活用できる
可能性も

オンライン上の
プレゼン発表：
テーマ「阪大生
に故郷をアピー
ルせよ」

オンライン上でのプレゼ
ンの練習。
考える・準備する・発表
する体験

1コマ（90分）の中での作
成、発表だが、資料の出
来は良そう以上。教室よ
りもうまくいった面も。

資料作成の演習に
はメディア授業が向
いている場合があり、
様々な展開に結び
つくかも

ロールプレイン
グゲーム

教室の代替
特に教室と違いは感じら
れなかった



メディア授業の試行例:質疑応答

実施した内容 意図、狙い 評価・感想 今後の方向、改善案

チャットによる全
員の意見聴取：
質問の答えを学
生にチャットに記
入

双方向性の確保と反
応喚起
短時間で多くの学生
から意見を聞きたい
意見を言いやすくした
い（教室よりも）

意外と有効。特に顔出
しが出来ないCLE。教室
よりは意見や質問を出
しやすそう（ほとんど発
言しない学生でも記入し
てくれる場合も）

盛り上げ方次第で、
大人数のブレストも
可能か。
セミナー等の質問整
理では定着の傾向

挙手機能による
簡単なアンケー
ト

学生の参加意識の醸
成
議論、質問のウォーム
アップ

1画面で全員が映る人
数であれば、一覧できて
良い。（Zoomでは25人
まで）
授業開始直後のウォー
ムアップに適当

1画面に収まる人数
でだれば学生同士の
相互理解に活用でき
そう

授業開始前の雑
談コーナー設置

雑談や質問をする、
教師と学生、学生同
士が雑談する

失敗。誰も来ずに教員
が孤独に待つ結果。ぎ
りぎりにログインが全
て。教室とは違う感じ

工夫の余地があるか、
人格なのか、思案中


